
墨⽥区都市計画マスタープラン
改定に向けて

第1回 墨田区都市計画マスタープラン改定検討委員会

平成29年 7月26日

墨田区

資料１
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１．都市計画マスタープランとは
２．改定検討委員会の位置づけ
３．社会情勢の変化
４．現⾏都市マス(※)改定後のまちの変化
５．上位計画の概要
６．基本計画の実現に向けたまちづくりの⽅向性
７．協働による計画づくり

⽬次

※都市計画マスタープランを「都市マス」と略する
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３．社会情勢の変化

１．都市計画マスタープランとは

７．協働による計画づくり

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

６．基本計画の実現に向けたまちづくりの⽅向性

５．上位計画の概要

２．改定検討委員会の位置づけ

・都市計画法に基づく都市計画に関する基本的な方針
・平成１０年に策定、その後平成２０年３月に改定（現行都市マス）

・改定の検討体制

・近年の社会の動向
・墨田区の人口の動向

・墨田区の総合計画であ
る「墨田区基本計画」
の改定

・将来の展望と取組むべ
き施策等をまとめた
「総合戦略」の策定・土地利用や建築、開発等の動向

・市街地整備の動向

・墨田区の目指す将来像を実現するためのまちづくりの課題や
取組みの方向性など、これから検討すべきこと

・区民のニーズを把握し計画に反映するための調査
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１．都市計画マスタープランとは

墨 田 区 基 本 構 想

墨 田 区 基 本 計 画

墨田区都市計画マスタープラン

東京都市計画

各種マスタープラン
墨田区住宅マスタープラン
墨田区観光振興プラン

都市計画関連の
諸制度

ま ち づ く り の 実 現
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墨田区景観計画 等



２．改定検討委員会の位置づけ

改定検討委員会

庁内連絡
調整会議

区長

区民

墨田区議会

墨田区都市計画審議会

報告

依頼

報告

意見

諮問

答申

報告
意見募集

連携
・

調整

■概念図
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（１）社会の潮流

（２）墨田区の人口・世帯数推移

（３）墨田区の人口推移（町丁目別）

（４）墨田区の世帯数推移（町丁目別）

（５）墨田区の人口将来推計

（６）墨田区の外国人人口の推移

（７）墨田区の高齢者人口の推移

（８）観光入込客数の推移

（９）外国人の観光入込客数の推移

３．社会情勢の変化
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（１）社会の潮流

３．社会情勢の変化

○人口減少社会への対応、少子高齢化対策

○加速するグローバル化への対応、国際競争力の強化

○巨大災害・多様化する災害への対策、インフラの老朽化

○エネルギーの制約、地球環境問題

○ＩＣＴの進歩、技術革新

○東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした、
その後も見据えたまちづくり

出典：墨田区基本計画 p.6～12

※次ページ以降は に関する基礎データについて紹介
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平成１７年
人口 ：222,708人
世帯数：107,315世帯

平成２７年
人口 ：256,274人（15.1％増加）
世帯数：130,862世帯（21.9％増加）

３．社会情勢の変化（⼈⼝）

出典：平成27年度国勢調査人口等基本集計結果～墨田区の概要～

（２）墨田区の人口・世帯数推移

（5年ごとの人口増減率）

○平成27年の１人世帯は62,886世帯（一般世帯の48.1％）と最も多い

62,886世帯
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222,708人

256,274人

48.1



平成27年度国勢調査より作成

○南部地域で大きな増加
○北部地域での減少

３．社会情勢の変化（⼈⼝）
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（H17～H27の10年間）

（３）墨田区の人口推移（町丁目別）

このイメージは、現在表示できません。

（４）墨田区の世帯数推移（町丁目別）

○区内全体で増加
○南部地域で大きな増加

３．社会情勢の変化（⼈⼝）

平成27年度国勢調査より作成 10

（H17～H27の10年間）



出典：墨田区人口ビジョン（H28.3) p.11

（５）墨田区の人口将来推計

３．社会情勢の変化（⼈⼝）
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（

平
成
31
年

都
市
マ
ス
改
定

）

目標時期
（概ね20年後）

○外国人人口は増加傾向（平成２７年は8,624人）

（６）墨田区の外国人人口の推移

出典：平成27年度国勢調査人口等基本集計結果～墨田区の概要～

３．社会情勢の変化（グローバル化）

247,294人

8,624人
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○６５歳以上の人口は
平成１７年 20.2％
平成２７年 22.9％
（2.7ポイント増加）

（７）墨田区の高齢者人口の推移

出典：平成27年度国勢調査人口等基本集計結果～墨田区の概要～

３．社会情勢の変化（少⼦⾼齢化）

○６５歳以上人口の
４人に１人以上が
一人暮らし

（８）観光入込客数の推移

３．社会情勢の変化（国際競争⼒）

出典：墨田区行政基礎資料集（平成23年4月1日基準・平成28年4月1日基準）

○平成２８年度の観光入込客数は約７６７万人（各施設の合計）
○各施設の観光入込客数に大きな変動は見られない
○東京スカイツリーの観光入込客数は減少傾向がみられるが、主要観光施設の

約6割と大きなウェートを占めている
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主要観光施設 単位：人



○外国人観光入込客数の増加（平成２３年度比）
吾妻橋観光案内所は 約２．１倍
両国観光案内所は 約２．６倍

３．社会情勢の変化（国際競争⼒）

（９）外国人の観光入込客数の推移

出典：墨田区行政基礎資料集（平成23年4月1日基準・平成28年4月1日基準） 15

観光案内所利用人数
約２．１倍

約２．６倍

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

（１）現行都市マス改定時のまちの状況

（２）住居の状況の変化

（３）町別の変化

戸建て住宅率／集合住宅率／商業系施設率／

工業系施設率／空地率

（４）建築動向

（５）道路整備状況

（６）公園整備状況

（７）まちづくりの状況
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４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

（１）現行都市マス改定時のまちの状況

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

土地利用面積

17

○低層建物が全体の85.1％を占め、
平成８年以降、低層建物の割合が
低下し、中・高層の割合が増加

○商業用地、住宅用地、工業用地
が全体の５割弱を占め、住商工
が複合した土地利用構成

■土地建物利用状況

図 土地利用面積 図 建物階数

（２）住居の状況の変化

○共同住宅に居住している
世帯数の割合は増加傾向
（２７年は約75％）

出典：平成27年度国勢調査人口等基本集計結果～墨田区の概要～

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

○共同住宅の内訳
１～05階の割合 減少
６～10階の割合 増加

現行都市マス改定（20年)
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現行都市マス改定（20年)



出典：土地利用現況調査

○北部地域
戸建て住宅率増加

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

平成18年8月現在 平成23年1月現在（※）

（３）町別の変化（戸建て住宅率）

※平成28年の町別土地利用現況調査は
※平成29年度実施予定
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（３）町別の変化（集合住宅率）

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

平成18年8月現在 20出典：土地利用現況調査

○区内全体的に増加
○南部地域を中心に大きく増加

※平成28年の町別土地利用現況調査は
※平成29年度実施予定

平成23年1月現在（※）



４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

※専用商業施設、併用住宅

○区内全体的に
商店等が減少

平成18年8月現在

（３）町別の変化（商業系施設(※)率）

21出典：土地利用現況調査

※平成28年の町別土地利用現況調査は
※平成29年度実施予定

平成23年1月現在（※）

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

※専用工場・作業場、住居併用タイプ

○区内全体的に減少

平成18年8月現在

（３）町別の変化（工業系施設(※)率）

22出典：土地利用現況調査

※平成28年の町別土地利用現況調査は
※平成29年度実施予定

平成23年1月現在（※）



４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

※未建築宅地、未利用地

○区内全体的に減少

平成18年8月現在

（３）町別の変化（空地(※)率）

23出典：土地利用現況調査

※平成28年の町別土地利用現況調査は
※平成29年度実施予定

平成23年1月現在（※）

■北部地域の街並みの変化（実例）
○工場跡地におけるミニ開発
○隣棟間隔の狭い３階建戸建て住宅

の建詰まりなど

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

（４）建築動向

墨田4丁目付近
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八広3丁目付近



■南部地域の街並みの変化（実例）
○中高層マンション増加

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

（４）建築動向

業平３丁目付近

横綱１丁目付近 25

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

（５）道路整備状況

平成２２年４月現在

平成２７年４月現在

出典：墨田区行政基礎資料集（平成23年4月1日基準・平成28年4月1日基準）

○密集市街地における細街路整備や、都市計画道路整備の進展
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４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（６）公園整備状況

○区立公園の数は平成２０年から３箇所（約７ha）増加
○区民一人当たり公園面積は３㎡未満と東京都区部（※）と比較して小さい

現行都市マス改定時

出典：墨田区行政基礎資料集（平成23年4月1日基準・平成28年4月1日基準）

※東京都23区では、人口一人当たりの都市公園等面積4.36㎡（平成28年4月1日現在）
（東京都都市公園等区市町村別面積・人口割比率表より）
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４．現⾏都市マス改定後のまちの変化

■主要推進プロジェクト
【拠点市街地関連】

①副都心ゾーン
②押上・業平橋駅周辺地区

（すみだ中央エリア）
③曳舟駅周辺地区

【密集市街地関連】
④鐘ヶ淵周辺地区
⑤京島地区

（７）まちづくりの状況

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

①

④

⑤②

③
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【拠点市街地関連】
①副都心ゾーン

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

すみだ北斎美術館の建設

案内サインの整備

景観整備

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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【拠点市街地関連】①副都心ゾーン

錦糸公園整備

施工前 施工後

施工前 施工後

タワービュー通り整備

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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【拠点市街地関連】
②押上・業平橋駅周辺地区（すみだ中央エリア）

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

東京スカイツリー建設

北十間川整備

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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【拠点市街地関連】
③曳舟駅周辺地区

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

連続立体交差事業

都市計画道路整備(拡幅)

曳舟駅周辺の市街地再開発事業

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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【密集市街地関連】
④鐘ヶ淵周辺地区

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

鐘ヶ淵通り整備

（施工後）

優先整備路線の整備

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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（施工前）

○鐘ヶ淵駅周辺地区
まちづくり計画の策定
（平成28年6月）

出典：鐘ヶ淵駅周辺地区まちづくり計画（H28.6)

都市マス策定後の主な取組み

【密集市街地関連】
④鐘ヶ淵周辺地区

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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【密集市街地関連】
⑤京島地区

出典：墨田区都市計画マスタープラン（H20.3)

広場整備
（京島３－９）

主要生活道路の整備
（京島３－３４）

（施工後）

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況
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（施工前）

①

②

①

②

【密集市街地関連】⑤京島地区

出典：墨田区まちづくり公社ＨＰ

主要生活道路整備の進展

４．現⾏都市マス改定後のまちの変化
（７）まちづくりの状況

平成28年度末現在 36



（１）墨田区基本計画の改定

（２）墨田区基本計画と墨田区総合戦略

５．上位計画の概要
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（１）墨田区基本計画の改定

５．上位計画の概要

【基本目標】
Ⅰ 「すみだ」らしさの息づくまちをつくる
Ⅱ 地域で快適に暮らせる「すみだ」をつくる
Ⅲ 新しい事業が起き、人が集まる「すみだ」をつくる
Ⅳ 安心して暮らせる「すみだ」をつくる
Ⅴ 区民と区が協働で「すみだ」をつくる

計画期間：２０１６（平成２８）年度～２０２５（平成３７）年度

【基本計画の特徴】
①協治（ガバナンス）を区の基本理念とした基本計画
②行政評価システム（施策の達成をはかる指標）を組み込んだ基本計画
③今後の公共施設等の整備を示した基本計画
④「“夢”実現プロジェクト」を掲げた基本計画

（平成２８年６月）
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（２）墨田区基本計画と墨田区総合戦略

５．上位計画の概要

出典：墨田区総合戦略（H28.3) p.1

「まち・ひと・しごと創生法」
（平成２６年１１月制定）

墨田区基本構想 墨田区基本計画

基本構想に示す将来像を
実現するための区の最上
位の「総合計画」

区政の指針

地域の特徴を活かし、自律
的で持続的な社会の創出に
向けた「総合戦略」

墨田区総合戦略

墨田区基本構想等と総合戦略の関係

連携

少子高齢化・人口減少への対応、
まち・ひと・しごと創生に関する
施策を総合的かつ計画的に実施

39

“夢”実現プロジェクト「すみだの夢」の実現に向けて、区基本計画全体を
けん引するプロジェクト事業

■暮らし続けたいまち
・子ども・子育て支援が徹底整

備されたまちづくり
・知・徳・体の充実を図る教育

による将来のすみだを担うひ
とづくり

・緑豊かな公園など、子育てし
やすい住環境づくり

・災害に強い安全・安心なまち
づくり

・誰もが安心して暮らし続けら
れるまちづくり

・地域力を高めるコミュニティ
とひとづくり

■働き続けたいまち
・新たなビジネスが生まれ、活

発な交流が進むまちづくり
・ワーク・ライフ・バランスを

実現し、女性も男性も輝き、
活躍できるまちづくり

・夢をかなえたい若者や、元気
な高齢者・障害者が活躍でき
るまちづくり

■訪れたいまち
・誰もが安心してまち歩きを楽

しめる国際的なまちづくり
・観光とものづくりが融合した

まちづくり
・「おもてなしの心」を育むま

ち・ひとづくり

■シティプロモーション戦略
・まちへの愛着、誇りを育むま

ちづくり
・区外からの共感や憧れを生む

まちづくり
・みずからシティプロモーショ

ンを担うひとづくり

５．上位計画の概要
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○土地利用誘導等の対策
・墨田区集合住宅の建築に係る居住環境

の整備及び管理に関する条例制定
・墨田区景観計画策定
・高度地区絶対高さ制限指定区域拡大

など
○まちづくり事業等の進捗
・スカイツリー、ソラマチタウン完成
・曳舟駅前地区再開発事業推進
・すみだ北斎美術館完成
・木造密集地の不燃化推進
・都市計画道路等都市施設整備推進

など

○市街地の変化、実態
・民間開発、建替え等更新による

中高層化、建詰まり等
・空き家、空き地等スポンジ化

●今後の取組み（案）
・都市基盤整備や木造密集地

の不燃化等継続的な促進
・建替え等における景観や防

災等に配慮した整備誘導
・整備された都市施設・空間

の維持管理
・地域のガバナンスによるま

ちづくりの推進

●次の２０年に向けた視点
・社会情勢の変化を先読み

した事前対策
・実効性の高い事業誘導
・実現に向けた担い手育成

■この10年を踏まえ、これからの20年に向けたマスタープラン改定に向けて

「暮らしやすい」「働きやすい」
「訪れたくなる」まちの実現

時間

質
の
向
上

現行マスタープラン
改定時

将来現在

当時の
まちの姿

現在の
まちの姿

墨田区の
目指す
将来像

●上位計画への対応・
整合

６．基本計画の実現に向けたまちづくりの⽅向性
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６．基本計画の実現に向けたまちづくりの⽅向性

○追加検討項目（案）

・次世代の育成につながる住環境づくり

・身近な生活や都市活動の拠点づくり

・持続可能な循環型都市づくり

「暮らし続けたいまち」

○現行都市マス（抜粋）

・多様なニーズに対応した住まいの供給・誘導（P.87）

・緑に囲まれたまちづくり（P.92）

・水辺空間の再生によるアメニティ向上（P.69）

・建物の不燃化・耐震化の促進、密集市街地の安全性の向上（P.77、78）

・地域防災力・復興体制の強化（P.83）

・安全で快適な道路交通体系づくり（P.52）
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６．基本計画の実現に向けたまちづくりの⽅向性

○追加検討項目（案）

・新たなビジネスが生まれ活発な交流が進むまちづくり

・企業と地域社会の連携による協働のまちづくり

「働き続けたいまち」

○現行都市マス（抜粋）

・商店街の活性化と連動した魅力ある商業空間の形成（P.99）

・ものづくりのまちとして蓄積した技術や技能を活かした高度な産業への転換
（P.100）

・住工共存における環境配慮（P.104）

44

６．基本計画の実現に向けたまちづくりの⽅向性

○追加検討項目（案）

・安心してまちあるきを楽しめる国際的なまちづくり

・地域住民のまちへの愛着度を高めるまちづくり

・オリンピック・パラリンピック後の遺産（レガシー）の活用

「訪れたいまち」

○現行都市マス（抜粋）

・特徴ある産業観光の振興（P.101）

・歴史・文化資源を活用した景観づくり（P.96）

・東京スカイツリー周辺のにぎわいある景観づくり（P.97）

・東京スカイツリーを活かした回遊性のある観光ルートの形成（P.102）
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○対象：区民
○目的：区民意向把握

７．協働による計画づくり

○区民アンケート（9月）
○ポスターセッション（10月）

都市づくりの方向性とまちづくりテーマ等設定

○ワークショップ（3月頃）

○ＷＥＢアンケート（12・1月）

○対象：地域住民、まちづく
り団体、町会など

○目的：活動団体とモデル的
にワークショップを
実施し、具体のアク
ションにつなげる

○対象：子育て世代、区内在勤
者、観光客など

○目的：「暮らす・働く・訪れ
る」のキーワードに
沿った対象からのニー
ズ把握


